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I 
本稿は，拙稿「貨幣賃金率の伸縮性と均衡経路の不安定性」1)の続編であっ
て，次の点について改善することが目的である。
1. 資本蓄積率と利潤率の因果関係を，時間の側面から，より明確にしておく
こと。
2. 利潤率による資本家の資本蓄積率決定態度を想定すれば，不安定性につい
ての結論は，ある条件に依存した。この条件を検討すること。
3. 利潤率による投資関数一般が，不安定性の結論について不明瞭になるので
はなく，あるものは，不安定性をもたらすことを示すこと。
? ?
次のような経済で考える 2)。
ハロッド中立型の技術進歩を前提し，生産関数を，
{l Y,=F(Nie"'1, K,) 
1)関西大学 「経済論集」第25巻第 1号1975年5月。
2)置塩信雄「実質賃金率決定における労働市場と商品市場の役割」『国民経済雑誌」第
124巻第5号1971年11月を参照した。
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とする。 Y,は産出高， Mは雇用量，氏は資本量。
Fは， N,ed,'とK1に関して一次同次とし， (1)を，
(2) ヵ=F(n、,1) 
=f(n、) f'>o, r<o 
と書き換える。ここで，ヵ=Yi/ K,, n, = N,em1 I K1o 
利潤率nを，
(3) r,= 
p、Y,-w贔
Pぷ，
で定義しよう。 p、は商品価格，血は貨幣賃金率。 (2),(3)より
(4) r, = f (n,) -R,n、
である。ただし，
(5) R戸皿/p,em'
である。
資本家は， p、,血が一定の下で，利潤率が最大になるような技術を選択する
とすると(2),(4)より，
(6) R、=f'(n,)
の成立が，必要十分である。
資本家と賃金労働者は，それぞれ利潤と賃金のうち， (1-s)を消費すると
すると，現実の資本蓄積 (K1+1-K,)は，
(7) K,、+1-K,=s巧
である。 O<s<l。
資本家が意図した資本蓄積（投資需要）を I， とすると，商品市場の不均衡
は， I,'.SsY,に表われるから，価格変動を，
(8)い（改） <P'>O, </J(E) =O, E>O 
で表わす。 p,=P,+1 -p,/p,s) 
3)以下，他の文字についても同様。
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(9) g戸 li/K,
とおくと， (8)は，
(10)い{s. 心｝
となる。
価格と同様に，貨幣賃金率の変動を，
(1) to=¢(舟）
叫舟）が>O,¢(e') =O, e'>O 
で示す。 Lバま，労働供給量。また，
(12) l,=L,eo/,1/K1 
である。
(5), (IO), nilより
(13) 丸=¢に）―¢{g, } 
l, s/(n1) 
-ct 
を得る。
L, は，一定率 iで増加しているとし，
(14) L,=l>O 
⑫, n4lより，
(15) l, = l + a-sf(n,) 
である。
以上をまとめて，
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を付加すると体系は完結する。未知数は， R、， n、,l、,glo 
][ 
US), 聞で示される経済の均衡発展について，概略次のように考えていた。
・資本蓄積率 (g,)が上昇すると，価格が上昇し，生産拡大のための雇用量増
加による貨幣賃金率上昇を上回れば実質賃金率， したがっ・て，凡が低下す
る4)。
• R, が低下すると，利潤率は上昇する。
•利潤率が上昇すれば，投資関数U1lにより，資本蓄積率は一層上昇する。
・したがって，労働市場で貨幣賃金率が，いちじるしく伸縮的でないかぎり，
かなり強く不安定性が主張できるのではないか。
ところが，次のような疑問が生じてきた。
商品市場で，需給が一致している場合を考えると， t期の資本蓄積率は， t期
の R, したがって利潤率を決める。ところが，他方投資関数では， t期の利潤
率によって， t期の資本蓄積率が決定される。 この矛盾を解決するには，投資
関数をかえるか， t期内での資本蓄積率と利潤率との調整過程があるとし，そ
れが収束したと見倣すかの，いずれかである5)。市場で不均衡が存在するよう
な経済では，この問題はどうなっているのだろうか。
これを考えるため，諸変数の因果関係を，図にしてみよう。
4)商品市場の均衡を前提すればg,が上昇したとき R,は必ず低下する。
1 ・: g,=sf 〔乃(R,)〕，叫＝ァ<o
5)後者の場合，経済の安定性が増すと考えられるかもしれない。しかし，商品市場の均
衡を前提した場合は，はっきりと不安定性が主張できるのに対し，市場の不均衡を考慮
すればそうではなくなることの理由は，これとは別である。それは， t期の資本蓄積率
がt期の実質賃金率を， したがって利潤率を決めるかどうかに依存している。市場均衡
を前提した場合の不安定性については，拙稿「技術変化と均衡経路の不安定性」関西大
学「経済論集」第24巻第2号1974年10月を参照されたい。
なお，市場均衡を前提するにせよ，そうでないにせよ，投資関数U'1lと他の投資関数の
場合を比較することは，別の有意味な問題である。
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'J>r+r 
W1+1 
(1) 
(15) 
? ?
'Wt 
図1
図1のように，市場に不均衡が存在する場合，投資関数間を採用しても，市
場均衡を前提する場合の問題はない。市場均衡を前提すれば， t期の資本蓄積
率がt期の実質賃金率（貨幣賃金率／価格）， したがって，凡を決定するのに
対し6)' 市場不均衡経済では， t期の資本蓄積率が， t+1期の価格に影響する
だけだからである。
IV 
ここで，形式上問題はないとしても，投資決定の期間が非常に短い点を改善
して，
(18) g,、+1=h(r,) h'>O 
6)貨幣賃金率が，当初いかに高くても，商品需要が増大するから，商品市場で，価格が
上昇し，実質賃金率は，低下させられてしまう。こうして，市場で均衡が成立する。
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とし，安定条件を検討しよう 7)。検討すべき体系は，
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である。 U9lの未知数 g、,R、,hの因果関係は，図2のようである。
U9)を微分型に変換すると，
ご；:[ ef(;°(R) I〕―a
l=J.+<t-s/{n(R)} 
??? ?
???
? ?
図2
7)投資関数UBlは，闘よりも，不安定性（あるいは安定性）を弱めると考えられる。反応
が遅れるから。
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となる。倉＝な/g, な=dg/dt.s) 
~t二¢〔ef{~畠〕-• 
+a=sf 〔n(l.?)
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(23)の固有方程式 ,fr(P)=0は，
P+l h'が
R*¢' 
⑳ ,fr (P) =―― P-R*n'下＋</J'</J'g*R* sf* (s/*2) 
0 l*sR*n' 
あるいは，展開して，
閥',fr(P)=P8+{l-R*が（芦+<p;, 岱）｝炉
゜R*tfi'n* 一戸― =O
p 
8)他の文字についても，同様。
•Jui, 三~=~ご二(X)
¢(-oo)=-oo, ¢(00)=00 
としよう。
10)均衡での値を＊で示す。微係数については省略。以下同様。
?
?
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-R*{が(-,;-+<p;. 岱＋が((J'~炉'+翡）}p 
R*2<1J'sn'n* 
― l* =0 
である。磁）が安定であるための必要十分条件は，
(25) { 1-R*n'信誓）｝｛が(~+¢;,岱）＋が（平
＋翌）}-R*</i;!n'n* < 0 
である11)。
(25)の意味を考えるため，生産関数のかたちに注目してみよう。
代替の弾力性0は，定義より，
e,;) ,-籍）t(長）
K FN 
N FK 
=-f'(f-f'n) 
/Hin 
である12)。
11) 「実係数の多項式
L(P) =aoP8+a1炉+a坪十as,ao>O, 
が安定である(==すべての根が負の実部をもつ）のは， a1,a2, asが正数であって，
さらに不等式
a辺2>aoaa
が成り立つ場合であり，かつこの場合にかぎる」（ボントリャーギン，『常微分方程式」
千葉訳，共立出版。 p._51) (24)'のPの係数の正負は，さしあたりわからないとしても，
pa, p21 pOの係数が正であることはよく見えるので， Pの係数>oより.(25)のほうが
強い。
12) Y= KF(竿,1)=Kf(n) より，
恥 =f'戸
aY aY 
荘 =f-f'n, F_炉百N• 欧＝百r
したがって，
8 
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(25)の左辺を， 6に関して整理すると，
(27) ](a)=炉 +Ba+C
A=-R*(~ 汀(-M缶tじ）(k+-1$じ＋身釘<o
J*n* (が cp'g*)(R*cp'h'n* ? 
B=ー ア亨+srr1- sf*),.:,o 
C 
<P'h'n* 
sf"' >O 
となる。したがって， 図3のように， ある a*>Oがあって， a>社ならば安
0-
図3
(1) 恥/Fx=”匹f-f'n 
(1)より，
(2) 
d恥/Fx f"fiが
dN/K =-(f-f'n)2 
(1), (2)及び 0の定義より，
f'(f-f'n) a= - f"fn 
を得る。 ，?
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定， a~介ならば不安定である。
代替の弾力性が，十分大ならば，なぜ均衡発展は安定になるのだろうか。
・資本蓄積率gが，均衡水準より上昇したとしよう。すると，価格が上昇し，
実質賃金率は低下する。
・技術進歩がなくても，利潤率は上昇するが，技術進歩があるので，一層上昇
する。
• さらに， 技術選択が変わり，（より労働使用的な技術が選ばれる）利潤率はより
上昇して，利潤率最大が，達成される。
• このとき，労働需要が増大し，貨幣賃金率が上昇し，他方，生産が拡大し，
価格上昇をやわらげるため，実質賃金率低下，利潤率上昇が，反動を受け
る。
• もし，代替の弾力性が十分大ならば，当初の実質賃金率低下を相殺してしま
うに十分な反動が起こるのである。
V 
生産関数のかたち，市場の性質 (r/J'<P')資本家の態度 (=h'>Oの大きさ）
等から無条件に，不安定な場合を示そう。
投資関数を
(28) g,、+1=h(r,-r,-1) h'>O 
としよう。
(29) g、+1=G,
とおくと，
{30) 
g,+1-g,=-gけG,
G、-G,-1=h(r、-r,-1)
である0 (30)を微分型に換えると，
(31) な＝一g+G
(32) G=h(r) 
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となる。ところで， (4),(6)より，
(3) { • 
r=一f"nn
か=R/f"
であるから，
(34) か＝ー 珈
したがって'(34)を(32)に代入して，
(35) G=h(-Rn) 
(16), (3V, (35)をまとめると，
な＝一g+G
G=h 〔ーnR{仔）ー¢(詠）―叶〕
(36) ( 
如和(t)-¢(ふ）ー <
l=t{,t +a-sf(n)} 
となる。
~F;h{ふ}-·
l+a=sf(n) 
．のとき，均衡発展である。その不安性をみよう 13)。
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13) Il, (20)の場合と違い'(36)の均衡発展はユニークではない。以下は，それらの均衡発展
のうち，任意の一つの均衡発展についての議論である。
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幻．＝ー X1+X2
知—h'n*R* 〔―プガ1+ + ¢'<P'n'<Ii'g* R*n'<P'n* sf (l* s/*2)y―/*2 z〕
(39) (ク=J?*〔—長 X1+(亨I+</J'芦 I)y誓〕
~=ーl*sだn'y
となる。 (39)の固有方程式 <p(P)=0は，
P+l -1 ? ?
(40)'P(P) = 
h'n*R*rt,' 
sf* P h'n*R*n'(す＋
</J'<P'g*R* _ h'n*2R*¢' 
l s/*2) /*2 
=0 ? ?
0 P-R*が（—＋<P'</J'g*R* l* s/*2) R*¢'n* /*2 ?
l*sR*が ?
である。 'P(P)のPに関する 0次の項に注意しよう。 (40)より，
ー
-1 ? ?
if>' ＿可
(41) <p(O) =h'n* Ru・ 
??
? ＿
?
0 n'( ¢'r/J'g* R*¢'n* 下十 sf*2) -古
0 -n'(長＋誓）?
l*sR*n' 
??
である。 2行目と 3行目は，定数倍になっているから，
(42)'P(O) =O 
であり， したがって， (40)の一根は 0である。 これを考慮して， (40)を展開する
と，
(42) 叶 (P)=O
となる。
以上より，かりに代替の弾力性が十分大であり，体系閲が安定となる (,fr(P)
=Oのすべての根が負の実部をもつ）場合でも，体系(36)は不安定であり，均衡経路
からの乖離は，少なくとも決っして縮小しないことがわかる。
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